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各  位 

 

札幌市医師会      

会長 今   眞 人 

 

令和８年度 第２回「在宅医療に関する研修会」の開催について 

 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、当会では在宅医療に携わる人材の育成を目的として例年研修会を開催しており、今年度第

２回目は下記の要領で開催いたしますのでご案内申し上げます。 

今回の研修会では、「在宅医療の24時間体制を考える」をテーマに、在宅療養支援診療所、在宅

療養支援病院、後方支援病院の医師を講師にお招きし、それぞれの立場から在宅医療の実際や課題

についてご講演いただきます。地域において持続可能な在宅医療体制を構築するためには、診療所、

病院、後方支援病院が相互に連携し、それぞれの役割を果たしていくことが不可欠です。本研修会

を通じて、在宅医療を支える地域連携のあり方について理解を深めていただければ幸いです。 

時節柄ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、多くの先生方、関係する多職種の皆様

にご出席賜りますようお願い申し上げます。 

記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆申込方法：下記URLまたはQRコードより事前登録をお願いいたします。 

     ①会場参加（定員 80名）       ②オンライン参加 

https://bit.ly/47nq3cG       https://bit.ly/3U4GcAv 

※登録後に完了メールが届きますので、メールが届かない場合はご連絡下さい。 

◆申込締切：令和８年１１月２７日（金） 

◆そ の 他：＊ 本研修会は日本医師会生涯教育座「1単位 CC:80(在宅医療)、0.5単位 CC:12(地域医療)とし

て申請中です。 

＊ ご質問がある場合は、お申込みの際にフォームにご入力ください。 

＊ 医師以外の方の参加も受け付けております。 

＜お問い合わせ先＞ 札幌市医師会 事業一課 TEL：011-611-4181  e-mail：jigyo01@spmed.or.jp 

主催：札幌市医師会 

＜日  時＞ 令和８年１１月３０日（月）午後７時００分～午後８時３０分予定 

＜開催形式＞ ハイブリッド開催（Zoomウェビナー） 

       会場：札幌市医師会館 ５階東ホール 

＜テ ー マ＞ 札幌市における在宅医療の 24 時間体制を考える 

～在支診・在支病・後方支援病院の役割と実際～ 

＜研修内容＞（１）講演（各 20 分） 

       ① 個人診療所における在宅往診の理想と限界 

講師：さっぽろ在宅医療クリニック 院長 西川 就先生 

       ② 地域密着型病院から、その役割の一つとして行う当院の訪問診療（在支病 3)について 

講師：八木整形外科病院 栗原 真紀先生 

       ③ 在宅医療を支える後方支援病院の役割 

講師：新札幌豊和会病院 院長 笠井 章次先生 

      （２）質疑応答（30分） 
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